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は じめに

仙台市青葉山一帯はこの地方を代表する自然植生が残されている (吉岡,1952,

Sugawara,1969)。 このため動物も多く,鳥類相も豊富である (Ogasawara,1964,

竹丸,1990)。 これらの鳥類にとって液質または多肉質の果肉をもつ果実は主要な食

物のひとつであるが,同時にそのような果実を採食する鳥類は果実中の種子の散布媒

体となっていることが知られている。このような植物,すなわち鳥散布植物
**

(bird―disersed plants)と 鳥類との関係は共進化の一例として近年急速に研究が進み

つつあるが (van der P巧と,1969,Snow,1971,Herrera,1981,1984a,1984b,

Stiles,1980),我国ではこの分野の研究は著しく立ち遅れており,基礎的な研究が必

要とされている。このような研究は多角的な情報を必要とするため,短期間の調査で

の成果は限られたものとならざるをえないが,我々はその基礎調査として仙台城跡自

然環境総合調査の一環として仙台市青葉山における鳥散布植物の分布状態を調査し,

それらが生育環境とどのような関係を持っているかを検討して,い くつかの今後の課

題を提示することを目的とした。

**動
物散布植物には体外散布と体内散布とがあり,体内散布にはさらにドングリなどの堅果類と多肉

質または液果とがある。本研究では後者,すなわちWheelwright&JansOn(1985)の いう

bird fruitを 対象とし,これを鳥食果と仮称することにする。彼らによれば鳥食果とは (1)鳥に

よって採食されることが知られており,(2)van der Pijl(1969)の いう鳥散布植物の果実の特徴

を有するもの,すなわち, しばしば植物体の先端部に着果し,通常直径25111111以下で種子が柔らかい

果肉または果種皮につつまれ,成熟時に果肉がサヤなど (hust)で被われていないもの, と定義さ

れる。

*東北大学理学部生物学教室
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仙台城址およびその周辺地域の動物

調査方法

調査区は仙台市青葉山にある東北大学理学部附属植物園内と竜の回の一部である。

この一帯は仙台地方の丘陵地帯の代表的な植生を残 してお り (吉岡,1952,

Sugawara,1969,平吹,1984,Hirabuki,1985,1988),天 然記念物にも指定されて

いる。調査区の植生はモミと広葉樹の混交林,広葉樹を主体とする林,ス スキ, ヨシ

などの草原群落,荒地などからなる。

本調査では,鳥散布植物の多寡とこれらの植生や地形なとどの関係を検討するため

に以下の調査を行った。

調査区内を東西および南】ヒ方向に50m間隔の格子に区切 り,こ れらの中から無作為

に抽出した49個の方形区において,方形区内の植生の概要 (林冠構成樹や主な下層植

生,お よび卓越する植生型)を記載 した後,出現した鳥散布植物 *を多寡に応じて次

の 3段階に区別して記録した。

1 方形区内に 1～ 2個体しかない

2 方形区内に複数生育するが個体数は少なく,散在している

3 方形区内に少なくとも数十個体が生育している,あるいは高木樹種で多量の果

実をつける個体が数個体生育している

この評価は果実を生産する大きさに達している個体 (成個体)と 実生 。稚樹とを区

別して行った。

このようにして得られたデータを次の 3つの植生型に分けた。

オープン型 :オ ープンな場所 (草原,荒地,渓谷など)が大部分を占める 7方形区

林縁型 :林縁を多く含む17方形区

広葉樹林型 :広葉樹主体の林が大部分を占める10方形区

モミ林型 :モ ミと広葉樹が混交している林が主である13方形区

そして,それぞれの植生型間で出現した鳥散布植物の種構成と多寡に違いがあるか

否かを検討した。

鳥類に関しては定量的な調査はできなかったが,こ れまでの青葉山地域における観

*前
出のvan der P巧 1(1969)に したがい,果実の大きいアケビ類,ホ オノキや堅果類であるナラ・カシ類 ,
エゴノキなどは除外した。
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仙台城址およびその周辺地域の動物

察記録 (小南,1988)な どを参考にした。

調査結果 お よび考察

|.成個体の出現

調査を行った方形区内から79種の鳥散布植物の成個体が確認された。成個体の数

が多く,生産されている果実の量も多い種は,春結実種 (3～ 5月 )ではアオキ ,

夏結実種 (6～ 8月 )ではカス ミザクラ,ウ ワミズザクラ,モ ミジイナゴ,秋結実

種 (9～ 11月 )ではイヌツゲ,ム ラサキシキブ,ヤ ブムラサキ,ア オハダ, ミヤマ

ガマズミなど,冬結実種 (12～ 2月 )ではイイギリ,ヤ ブコウジであり,こ れらの

種はそれぞれの季節において鳥類の餌となる果実の代表的なものである。

一方,果実食鳥で多く観察された種は,周年生息しているヒヨドリと冬岸のツグ

ミであった。ヒヨドリではアオキ,キ ヅタ,カ スミザクラ, ミズキ,モ ミジイチゴ,

ヤマグワ,イ イギリなど,ま たツグミではガマズミ,ツ ルウメモ ドキ,ム ラサキシ

キブ,ノ イバラ,ヤマウルシなどの果実を採食するのが観察された。

調査を行った方形区内に成個体が出乳した鳥散布植物のうち,出現した方形区数

が 5以上であった41種を対象に植生型ごとに成個体の多寡を検討したところ,表 1

のような 4グループに分けられた。

1)林内一林縁種

林内一林縁種とは調査方形区のうち林縁型,広葉樹林型,モ ミ林型いずれにも出

現し,こ れらの方形区間で成個体数の多寡に特に違いがなかった種で22種があった。

このグループにはカスミザクラ,イ イギリ, ミズキのような高木,亜高木層を構成

する樹種と,ア オキ,ヤ ブコウジ,チ ゴユリのようにうっ閉した林冠下の林床でも

生育する低木や草本の l・aか , ミヤマガマズミやオ トコヨウブメなど明るい林の林仄

や小さな空所で多く生育していた種もあった。またこれらの種でも竜の口渓谷の谷

底のように撹乱の激 しい場所で少数みられることもあった。このグループでは,春

夏結実種は 4種 (18.2%)し かなく,大部分 (81.8%)は秋冬に果実が成熟するも

のであった。
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表 1 青葉山における鳥散布植物 (成個体)の出現

1:方形区内に生育 している個体は 1～ 2個体のみ。
2!方形区内に複数個体が生育 しているが,個体数は少なく散在 している。
3:方形区内に少なくとも数十個体または高木樹種で多量の果実をつける個体が複数生育 している。
* B:サ サのヤブ,C:ス ギ林 ,D:広 葉樹林 ,F:モ ミ 広葉樹混交林,Gp i大 きな空所,Cr:草 地 ,P:ア カマツ 広葉樹混交林 ,
R!荒地,St流水路のある沢,V:渓 谷の谷底

環境の概要*
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ォープン型 林縁部型 広葉樹林/‐l モミ林型

■
果期が春夏  囲 果期が秋冬

図 1 各植生タイプにおける鳥散布植物の種構成 .
グラフ内の数字は種数

2)広葉樹林―林縁種

広葉樹林―林縁種とは比較的明るい広乗樹林型と林縁型に出現した種で, 4種あ

った。これら4種は広葉樹林でもうっ閉した林冠下やモミ林では少なかった。また

4種とも秋冬に成熟する種であった。

3)林縁種

林縁種とは林縁型で多かった種で, 9種がこれに属した。これらは主に林縁で生

育していた種であるが,林内でも空所では生育していることがあった。このグルー

プでは春夏が果期である種が 2種 (28.6%),秋冬が果期である種が 5種 (71.4%)

であり,林内一林縁種と同様秋冬に果実をつける種が多かった。

4)林縁―オープン種

林縁一オープン種とは林縁型とオープン型で多く,林内でも空所などの明るい場

所に見られた種で, 8種がこれに該当した。これらのうちモミジイチゴ,キ ブシ,

ニフトコが多く,多量に果実をつけている個体が目立った。これらの種でも林縁種

と同様に林内の明るい場所で少数生育していることがあった。このグループでは春

夏が果期である種が 5種 (62.5%),秋冬が果期である種は 3種 (37.5%)と ,春

夏結実の種が多いのが特徴的であった。
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Thompson&Willson(1979)は アメリカ,イ リノイ州のカエデ林で鳥の量と植

物の結実状態との関係を調査し,果期から夏型,秋型,冬型を区別して,秋型の結

実が鳥の渡 りと同調していることを見いだした。またStiles(1980)は結実パターン,

種子サイズ,成分などをもとに植物を 4群に分けて,鳥類による採食との関係を論

じた。今回の調査では結実の季節性に関して充分な検討は行われなかったが,こ の

ような結実特性にもとづいて植物を類型して鳥散布との関係を見直すことにより,

鳥類と種子散布に関する新たな知見が得られる可能性が示唆された。

林内一林縁の種数が多いことから,鳥類の餌となる果実が林内,林縁部を問わず

広く存在することが示された。しかしこれらの種が生産する果実の量が林縁部と林

内とで異なる可能性があるため, このことからただちに餌となる果実が森林全体に

均―に存在しているとは言えない。

林縁型の方形区にはいずれのグループの種も少なからず出現しており,林縁型に

出現した種の数が他の植生型と比べて多い傾向があった (表 2)。 このように林縁

部には生育環境の異なる種が重複して出現するため林内やひらけた場所に比べて鳥

類の餌となる果実が多様であった。このことから鳥類の餌となる果実は均―には存

在しているのではなく,む しろ林縁部では林内と比べて果実の量が多いと考えられ ,

実際の観察と一致するものであった。一方ひらけた場所に高頻度で出現する種は少

なく,林縁部や林内と比べて全種数もやや少なかった (表 2)。

表 2 各植生型における鳥散布植物の種数

ケ形区蓼 平均値 ± S,D. 最大 最4 有意差
*

成個体

オープン型

林縁部型

広葉樹林型

モミ林型

実生・稚樹

オープン型

林縁部型

広葉樹林型

モミ型

7

17

10

13

7

17

10

13

914± 8.01
1935± 5.13

1411± 2.69

1131± 329

271± 2.76
7.65± 427
867± 422
892± 3.45

7

15

14

15

*シ ンボルが異なると有意差あり (p<005,WilCox)

以上の結果から青葉山では広葉樹林やモミ林の林縁部で鳥散布植物が多いこと,
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表 3 青葉山における鳥散布植物 (実生,稚樹)の出現

1:方形区内に生育 している個体は 1～ 2個体のみ。
2:方形区内に複数個体が生育 しているが,個体数は少なく散在 している。
3:方形区内に少なくとも数十個体または高木樹種で多量の果実をつける個体が複数生育している。
* B:サ サのヤブ,C:ス ギ林 ,D:広 葉樹林,F:モ ミ 広秦樹混交林 ,Gp:大 きな空所,Gr:草地 ,P:ア カマツ 広葉樹混交林 ,

R:荒地,S:流水路のある沢,V:渓 谷の谷底

環境の概要
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ひらけた場所や竜の口渓谷の谷底のよ少な不安定な環境の場所では秋冬に餌とな

る果実が少ない傾向のあることが明らかになった。

2,実生 。稚樹の出現

植生型に対する実生・稚樹の分布の偏 りは成個体の場合と比べると顕著でなかっ

た (表 3)。 実生・稚樹では出現頻度が低いために分布の傾向が把握できなかった

種が少なくなかったが,い くつかの種では明らかに成個体のそれと異なる傾向を示

した。例えばガマズミ,キ ヅタなどでは成個体は明らかに林縁部に偏って生育して

いたが,実生・稚樹は広棄樹林やモ ミ林内にも広 く分布 していた (図 2a, b)。

またモミジイナゴの場合,成個体は林縁部からひらけた場所にかけて多かったが (表

1,図 2c),実生 。稚樹はそのような場所には少なく,逆に林内にもかなり見ら

れた (表 2,図 2c)。 スペインで同じキイナゴ属の買筋う2s%J%わチ物Sを調べた

JOrdanO(1982)に よると,こ の種は林内と川辺とで結実状態に著しい違いがあ り,

鳥による採食は本種の大きさや生育地,そ して結実季節と関連していたという。

一方,出現種数についても成個体では林内型 (H～ 14種 )よ りも林縁型 (19.4種 )

で多くなる傾向があったが (表 2),実生 。稚樹では林縁型 (7.7種)と林内型 (8

～ 9種)と の間とで違いがなく,む しろ林内型で種数が多い傾向があった (表 2)。

このように多くの種で実生 。稚樹は成個体の場合のような林縁部と林内での顕著な

違いはなかった。このことは,い くつかの種では種子はさまざまな生育地に広 く散

布されるため,実生・稚樹は森林全体に広 く分布するが,その後の生育過程で違い

が生 じ,林縁部や空所など光条件の良い場所では果実を生産するまでに成長する個

体があるということを示唆する。

このように£散布植物のいくつかの種は明らかに林縁的な環境を好んで生育して

いる。同時に鳥のハビタット利用もこれに対応している可能性がある。Thomp‐

son&Willson(1978)|ま アメリカのイリノイナ‖の林でビ将塩%%s sι知力ηα, Pめん脇

εα α物″磁%α,巧施 υ効 力αの 3種の果実を,実験的に空所,林縁,林内に置い

て鳥による持ち去り量を調べ,いずれの種でも前二者では林内よりも早く持ち去ら

れることを示した。また,ツ グミ, ヒヨドリなどは明らかに林縁部でよく発見され

ており,彼 らのハビタット利用が鳥散布植物の分布と関連している可能性がある。

また種子の供給源がない場所にも実生・稚樹が生育していることと鳥類が種子を運
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んでいることとが関連 している可能性もあ り,こ れらの点を明らかにすることが今

後の課題として残された。

ま と め

仙台市青葉山において鳥散布植物の出現状態を調査した。

(1)50× 50uFの方形区49個を,優占する植生型によって 4つのタイプ (オープン型

7個,林縁型17個 ,広葉樹林型10個 ,モ ミ林型13個)に分け,それらの方形区

において鳥散布植物の多寡を 3段階 (少ない,普通,多い)に分けて記録した。

(2)79種の鳥散布植物が確認されたが,こ のうちアオキ,カ スミザクラ,ウ ワミズ

ザクラ,モ ミジイチゴ,イ ヌツゲ,ム ラサキツキブ,ヤ ブムラサキ,アオハダ,

ミヤマガマパミ,イ イギリ,ヤ ブコウジなどは特に果実量が多かった。

(3)主要な鳥散布植物41種を出現植生型に応じて次の 4群に分けた。

①林内一林縁種 :ア オキ,イ ヌツゲ,ム ラサキツキブ,ヤ ブムラサキ,ア オハ

ダ,ミ ヤマガマズミ,カ スミザクラ,チ ゴユリ,タ カノツメ,ヤ ブコウジなど22

種。大部分 (81.8%)は秋冬結実。

②広葉樹林―林縁種 :オオバクロモジ,サンショウ,サルトリイ′ミラ,ツ ルリ

ン ドウの 4種。

③林縁種 :ガマズミ,シ ロダモ,ヤ ブデマリなど9種。71.4%が秋冬結実。

④林縁―オープン種 :モ ミジイチゴ,ノ ブドウ,ニガイチゴ,タ ラノキ,キ ブ

ンなど8種。秋冬結実種は少なく,62.5%は春夏結実種。

(4)実生・稚樹の出現は成個体に比べて植生型との対応が不粥瞭であった。これは

種子散布は広く行われるが,その後の生育過程で量的な濃淡が生じるためと推

察した。
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